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○
外
国
船
と
能
代
港

16
年
度
、
能
代
港
の
外
国
船
入
港
数
は
１

２
９
隻
で
、
取
扱
い
貨
物
の
ほ
と
ん
ど
が
輸

入
で
す
。
そ
の
約
95
％
は
能
代
火
力
発
電
所

で
使
用
す
る
石
炭
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
中
国
・
ロ
シ
ア
な
ど
か
ら

輸
入
さ
れ
ま
す
。
能
代
火
力
発
電
所
で
使
わ

れ
る
石
炭
は
、
大
型
の
石
炭
船
で
輸
入
さ
れ

ま
す
。
石
炭
船
は
火
力
発
電
所
の
岸
壁
に
着

岸
し
、
石
炭
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
直
接

貯
炭
施
設
に
運
ば
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
は
、
原
木
、
木
材
製
品
、
原
塩
が
あ
り
ま

す
。
原
木
は
カ
ナ
ダ
や
ロ
シ
ア
か
ら
、
木
材

製
品
は
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

輸
入
さ
れ
ま
す
。
原
塩
の
主
な
輸
入
先
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
食
用
で
は
な
く
、
冬
期

間
の
道
路
の
融
雪
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
北
地
方
の
高
速
道
路
に
使
用
す
る
融
雪

剤
の
ほ
と
ん
ど
が
能
代
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
輸
出
は
、
中
国
や
韓
国
へ
の
金

属
ス
ク
ラ
ッ
プ
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

県
の
能
代
港
湾
事
務
所
で
は
、
港
の
維
持

管
理
、
入
港
や
施
設
使
用
の
許
可
な
ど
の
仕

事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
最
近

で
は
保
安
対
策
が
特
に
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
同

時
多
発
テ
ロ
の
後
、
ソ
ー
ラ
ス
条
約
︵
海
上

人
命
安
全
条
約
︶
が
改
正
さ
れ
、
国
際
航
海

に
従
事
す
る
船
舶
が
使
用
す
る
港
で
は
保
安

対
策
を
強
化
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
能
代
港
で
も
、
一
般
の
人
の
立
ち
入

り
を
規
制
し
た
り
、
新
た
に
警
備
が
配
置
さ

れ
た
り
、
国
際
海
運
の
安
全
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

能代火力発電所

港に積み上げられた原木（左）と金属スクラップ（右）

輸入された石炭はベルトコンベアーで貯炭施設へ 石炭船グリーンパワー

港まち能代の玄関口として！港まち能代の玄関口として！

　秋田県で最も古い歴史を持ち、かつて秋田藩のもとで、木

材の集積地や海防の要地として栄えた能代港。現在は重要港

湾に指定され、国際港として世界と能代をつなぐ能代港につ

いて、県能代港湾事務所と市商工港湾課でお話を伺いました。
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ふるさと
紹介


